
体験航海に行ってきました。 ～掃海艦「はちじょう」～ 

  ７月８日（金）に、海上自衛隊横須賀基地～千葉県京葉ふ頭までの体験航海に 
掃海艦「はちじょう」に乗って参加してきました。 
天候は曇りでしたが、海風は気持ちよかったですよ。 
 
＜掃海艦「はちじょう」の紹介＞ 
  掃海隊群 第１掃海隊（Ｈ２８年７月改編）に所属 
  掃海母艦「うらが」、掃海艇「はつしま」の３隻で編成 
  され、横須賀を母港としています。 
 「はちじょう」は、「やえやま」型の３番艦としてＨ６．３．２４に就役、深々度の機雷を 
  排除する能力を持つ日本唯一の艦艇となります。又、船体は木造で世界最大級の 
  木造船でもあります。 
 
   出港後、食堂で「はちじょう」の概要や、掃海艦艇の 

任務についてなど説明を受けました。 
 

 右の写真は機雷処分具 
Ｓ－７・２型 
水中ロボットです。 
 

 「はちじょう」の後甲板で記念撮影しました。 
バックはちょっと小さいですが「うみほたる」です。 
 



＜ちょっと豆知識＞ 
 
  自衛隊の艦艇には写真のような 
銘板がたくさん貼ってあります。 
 
 ①は「艦内閉鎖標識区分」です。 
これは、各ドアや扉などに右の記号 
が貼ってありその記号通りに開けたり 
閉めたりします。 
 

① 

 
 ② 
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 ②は「管系識別色帯」です。 
これは、艦内至るところに配管が通っていますが１本１本 
にこの色別のテープが貼ってあります。乗員がこの色を見 
てこの配管は何に使われているのか分かるようにしてあ 
ります。 
 

 ③は「安全守則」です。 
この写真は「非常用呼吸器」についてですが 
すべての機器や用具に対しても必ず近くに 
貼ってあります。使い方を１つ間違えると怪我 
をしたりする物もあるため事故防止の一環です。 

今回の体験航海に参加して見て・・・。 
 
 掃海艦に乗れるということはとても貴重な体験であり、なかでも来年には退役される 
「はちじょう」にのることが出来たので、かなり印象深い体験航海となりました。 
                                         
                                          加田 彩樹 
 



  陸上自衛官を目指していましたが、海上自衛官の仕事もかっこいいと思いました。 
普段は乗れない船に乗れて貴重な体験が出来たと思います。 
 
                                         樋口 司 

  普段出来ない貴重な体験が出来た。いろいろなお話も聞けて良かった。 
船の中も初めて見て楽しかった。 
 
                                                                                  加藤 菜津紀 
 

  今回の体験航海を通して、海上自衛隊のことを少しでも理解してもらえたら 
非常にうれしく思います。群馬地本は今後もこのようなイベントにたくさん参加 
していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 
 


